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1． 都市マスタープランの役割

都市マスタープランとは、都市計画法（昭和 43 年法律第 100 号）第 18 条の 2 に位置づ
けられる「市町村の都市計画に関する基本的な方針」であり、市町村が都市づくりの方針を定
めた計画です。

この「基本的な方針」は、今後の都市計画行政の基本とされ、用途地域や都市施設※等の都
市計画の見直し等の指針となるものです。

また、都市マスタープランは、本市のすべての計画の基本となる茅ヶ崎市総合計画の将来の
都市像を、都市計画の分野で実現しようとするもので、本市が進める都市づくりの指針となる
ものです。

さらに、複雑、多様化する市民ニーズに対応した都市づくりを行うためには、市民・事業者・
行政が将来都市像と都市づくりの方向性を共有し、それぞれの主体が適切な役割分担と相互の
連携のもと、都市づくりを行うことが重要です。そのため、市民・事業者・行政が将来都市像
と都市づくりの方向性を共有し、協働による都市づくりを推進するための指針となるものです。

※都市施設：�円滑な都市活動を支え、都市生活者の利便性の向上、良好な都市環境を確保するうえで必要な施設のこと。道路や公園、上下
水道等がある。

＜「ちがさき都市マスタープラン」の役割＞
⃝都市計画の見直し等の指針
⃝総合計画の将来の都市像に向け、都市計画の分野で進める際の指針
⃝協働による都市づくりを推進するための指針
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2． ちがさき都市マスタープランの位置づけ

（１）位置づけ
「ちがさき都市マスタープラン」（以下「本計画」という。）は、神奈川県が、県土全体の広

域的な都市づくりの長期ビジョンとして定めた「かながわ都市マスタープラン」や都市計画区域
ごとに定めた「茅ヶ崎都市計画　都市計画区域の整備、開発及び保全の方針」の内容と整合を
図るとともに、「茅ヶ崎市総合計画」や「茅ヶ崎市環境基本計画」等とも整合を図る、都市づく
りの計画です。

また、本計画の下には、都市づくりに関する具体的な取組内容を定めた「茅ヶ崎市景観計画」
や「茅ヶ崎市みどりの基本計画　生物多様性ちがさき戦略」等の個別計画があり、本計画と整
合を図りながら進められています。

（２）目標年次
本計画は、令和元年（2019 年）を初年度として、20 年後の本市のあるべき姿を捉えつつ、

今後おおむね 10 年間の都市づくりの方向性を示しています。

茅ヶ崎市総合計画
市の目指す将来の姿を明らかにし、これ
を計画的に実現するため、政策の基本的
な方向を総合的かつ体系的に定めた計画

ちがさき都市マスタープラン
本市の都市づくりの将来像を定め、
その実現に向けた方向性を示す計画

茅ヶ崎市環境基本計画

・茅ヶ崎市乗合交通整備計画

・ちがさき自転車プラン

・茅ヶ崎市景観計画

・茅ヶ崎市空家等対策計画

・茅ヶ崎市道路整備プログラム
・茅ヶ崎市みどりの基本計画
  生物多様性ちがさき戦略
・茅ヶ崎市住まいづくりアクションプラン
・茅ヶ崎市下水道整備計画 等

環境の保全及び創造に関する基本的
な指針を定め、茅ヶ崎市環境基本条例
の理念を具体化した計画

かながわ
都市マスタープラン

茅ヶ崎都市計画 都市計画区域の
整備、開発及び保全の方針

主
な
個
別
計
画

◆本計画の位置付け◆
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3． 改定の背景

本市では、これまで平成 20 年（2008 年）6 月に改定した「ちがさき都市マスタープラン」
の将来像である「湘南の快適環境都市　～みんなでつくる 住み続けたいまち ちがさき～」の
実現を目指しつつ、約 24 万人の住宅都市へと成長してきました。

しかし、昨今の社会情勢の変化に伴い、本市において以下のような将来展望が考えられます。

これらの将来展望に対応するため、平成 20 年（2008 年）6 月に改定し、平成 26 年（2014
年）3 月には東日本大震災や「都市の低炭素化に関する法律」の施行に伴い、防災と低炭素ま
ちづくりの視点を強化し、「ちがさき都市マスタープラン」の一部見直しを行いました。これら
の考え方を基本としつつ、本計画では、新たに茅ヶ崎の価値・魅力（茅ヶ崎らしさ）を高める都
市づくりを整理し、今後の都市づくりの方向性を示しました。

さらに、平成 20 年（2008 年）からの計画体系の変化として、都市づくりに関する様々な個
別計画が策定され、それぞれの計画で進捗状況の確認が行われています。このような状況を踏
まえて、進行管理の方法についても見直しを行いました。

▼�平成 20 年（2008 年） 
　　 6 月改定

【改定のポイント】 
協働、進行管理

▼�平成 26 年（2014 年） 
　 3 月一部見直し

  【見直しのポイント】 
 防災・低炭素の強化、 

施策の時点修正

▼�令和元年（2019 年） 
　　6 月改定

 【改定のポイント】 
 茅ヶ崎の価値・魅力を

高める都市づくり

＜本計画の経緯＞

＜社会情勢の変化等に伴う本市の将来展望＞
⃝人口減少・少子化の進展
⃝人口減少に伴う住環境の変化
⃝超高齢社会の進展
⃝広域連携、交通の利便性向上　等

茅
ヶ
崎
市

C H I G A S A K I  U R B A N  M A S T E R  P L A N

茅ヶ崎市

湘
南
の
快
適
環
境
都
市
〜
み
ん
な
で
つ
く
る
住
み
続
け
た
い
ま
ち
ち
が
さ
き
〜
〈
新
た
な
視
点
に
係
る
一
部
見
直
し
版
〉

ち
が
さ
き
都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
別
冊

平
成
26
年
3
月

～みんなでつくる　住み続けたいまち　ちがさき～

湘南の快適環境都市

ちがさき
都市マスタープラン  　

ちがさき
都市マスタープラン  　

ちがさき

平成26年3月

東日本大震災の教訓を活かした都市づくりの展開
低炭素まちづくりの推進

別冊別冊

ち
が
さ
き
都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

令
和
元
年（
２
０
１
９
年
）６
月
改
定

茅
ヶ
崎
市

多
世
代
が
共
生
し
て
い
る
住
み
た
い
、
住
み
続
け
た
い
ま
ち

〜
み
ん
な
で
育
む
　
や
す
ら
ぎ
と
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
快
適
環
境
都
市
〜

多
世
代
が
共
生
し
て
い
る
住
み
た
い
、
住
み
続
け
た
い
ま
ち

〜
み
ん
な
で
育
む
　
や
す
ら
ぎ
と
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
快
適
環
境
都
市
〜

多
世
代
が
共
生
し
て
い
る
住
み
た
い
、
住
み
続
け
た
い
ま
ち

〜
み
ん
な
で
育
む
　
や
す
ら
ぎ
と
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
快
適
環
境
都
市
〜

令和元年（2019年）6月改定

茅 ヶ 崎 市

ち
が
さ
き
都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

ち
が
さ
き
都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

5



4． 計画の構成

本計画の次章以降の構成は、以下のとおりです。

第 2 章　現状と課題

⃝�これまでの都市づくりの経緯、「茅ヶ崎らしさ（価値・魅力）」を含めた本市の現状に基づき、
社会情勢の変化、都市づくりの広域的視点、本市の将来展望を整理し、都市づくりの主
要課題を示しています。

第４章　地域別構想

⃝�地域特性を踏まえ、市民・事業者・行政が協働による都市づくりを進めていくため、7
地域別に地域の将来像とともに取組方針を示しています。

第３章　全体構想

⃝�20 年後の本市の将来都市像を掲げ、将来都市像を実現するための基本理念、3 つの
都市づくりの目標を示すとともに、これからの都市づくりの骨格となる将来都市構造を
踏まえ、6 つの分野別の取組方針を示しています。

第５章　推進方策

⃝�都市づくりの推進体制及び進行管理の実施方法について示しています。
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